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JR北海道釧路⽀社

野⽣動物との衝突事故防⽌のため列⾞の減速運転を⾏います

花咲線・釧網線など釧路⽀社管内において、秋以降⿅などの野⽣動物と列⾞の衝突事故が⼣
⽅から夜間帯にかけ多発し、衝突事故を防ぐために急ブレーキをかけた際、⾞輪が損傷し⾞輪
踏⾯に傷が⽣じる事象が多発しています。基準を超える⾞輪傷が⽣じた⾞両は使⽤不能となり
修繕が終わるまで使⽤できません。これにより、多数の列⾞に運休が⽣じていることから、野
⽣動物との衝突事故防⽌を⽬的として花咲線・釧網線の⼣⽅から夜間帯を⾛⾏する⼀部の列⾞
で減速運転を⾏います。
ご利⽤のお客様に⼤変ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解くださいますようお願いします。

１．実施区間：花咲線 釧路̶根室間
釧網線 釧路̶摩周間

２．実施期間：２０２２年１２⽉５⽇（⽉）〜２０２３年３⽉３１⽇（⾦）

３．対象列⾞

〇花咲線（下り）
釧路 16：13発 根室⾏き普通列⾞
釧路 18：56発 根室⾏き普通列⾞
釧路 20：35発 厚岸⾏き普通列⾞
釧路 21：57発 厚岸⾏き普通列⾞

〇花咲線（上り） 〇釧網線（上り）
根室 19：04発 釧路⾏き普通列⾞ 釧路 22：09発 摩周⾏き普通列⾞
厚岸 22：01発 釧路⾏き普通列⾞

花咲線6本、釧網線1本 計7本

４．減速運転による列⾞運⾏への影響
１〜16分程度の遅れが発⽣します（詳しくは「別紙」をご参照下さい）

５．その他
実施期間及び対象列⾞については、変更する場合があります。その際は別途お知らせいたします。



減速運転に伴う列⾞の時刻変更について

［運転時刻］※時刻はいずれも出発時刻となります（終着は到着時刻）。

別 紙



（参考）⿅との衝突の急増と対策について

○ 釧路⽀社管内での⿅との衝突事故が急増しています。

昨年度の1.5倍
３年前の2.5倍

○ 特に、花咲線、釧網線で使⽤しているキハ54形⾞両において、⿅との衝突を避けるために
急ブレーキをかけた際に、⾞輪が損傷し踏⾯に傷が⽣じる事象が多発しています。

○ 基準を超える⾞輪傷が⽣じた⾞両は使⽤不能となり修繕が終わるまで使⽤できません。
○ 修繕には、釧路運輸⾞両所内にある在姿⾞輪旋盤を主として使⽤しますが、修繕に時間を
要するため１⽇1〜２両程度しか修繕できません。

（⾞輪傷の例） （在姿⾞輪旋盤(外観及び室内)）

○ 毎⽇修繕しても⾞輪の損傷が修繕を上回る状況が続き、⿅との衝突のピーク時には現有14両の
うち８両が使⽤できない状況となりました。

○ 花咲線と釧網線における定期列⾞の運⾏には９両必要なことから、⾞両の運⽤調整を⾏いまし
たが、⾞両が不⾜したため、やむを得ず10⽉から11⽉にかけて⼀部の列⾞を運休させていただき
ました。お客様にご迷惑をお掛けしましたことをお詫び申し上げます。
※ 花咲線、釧網線の運休本数（10･11⽉計）94本（11⽉17⽇現在）（昨年度７本）

○ ⿅との衝突の急増に苦慮しつつ、様々な対応策を検討しているところですが、その⼀環として、
野⽣動物との衝突事故防⽌を⽬的として花咲線・釧網線の⼣⽅から夜間帯を⾛⾏する⼀部の列⾞
で減速運転を⾏うこととしました。

ご利⽤のお客様に⼤変ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解くださいますようお願いします。

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

件数 62件 101件 113件 156件

釧路⽀社管内の⿅との衝突件数（10⽉）


